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公明選挙とは党す｢選撃を本物にしなければなら

ない｣とい-F

Jとが
′こ

の
運
動

の
ね
ら

い
で

あ

る
｡

て
御
国
S
前
途
に
希
望

卯

灯

を

点
じ

な

け

れ
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る

消

極

的
な
牽
昧

だ
け
で
な

-

@

積

載
約
に
選
撃
の
庫

義

1､･∵甘
U■か.臥h

1,r｣.;.,卜
を

理
解

し

国

民
が
政

治

す

る

と

こ
ろ

ま
で

持
っ
て

術

か
な

け
れ
ば
な

ら

な

い

豊

二誓
っ
趣

静

か
ら

@
か

つ
て
の

選
撃

粛

正
皇

二㌢
っ
名

称

を
さ
け

て
公

正
明
朗
乃
至
は

公
明

正

大

の

選
撃
に
宣

誓

つ

こ
と

で

｢
公

明

選

畢
運

動

ii

の

名
称
が
と

ら
れ

去

る
六
月
塩

田

に
は
衆

議
院

で
多
数
薫
派

の

共
同
提

案
に
よ
っ
て

｢
公
明
選
撃
｣

の
推
進

に
.つ
い
て
決
議

が

な

さ
れ
@
政
府
も
翼
庖
月

山
胃

に

｢
公
明
選
撃
｣
推
進

に
つ

い
て
閣
議
決
定
の
上
こ
れ
を

､brもさt
.い..JI7...～..At･･t-･････～7･,.Th･aEnHて･
会議EJ

発
表
さ
れ
た
の
で
あ

る
.

園

の
政
治
は
甫
民

の
手
に
委

ね
ら

れ
て
い
る
｡

民

主
政
治

の
基

礎
は
あ
タJ
ま
で
選

撃

に

あ

る
｡

買
民

の
尊
に
握

ら
れ

た

言
で
-
!
･･
の

櫨

...1.,
方

い

か

ん

に
よ

っ
で
.,.'

政

治

は

馳

ノ･
J

ち

.･･t
t
･-.I:t･･It
恵

･ぐ

も

[,;
ニ

LT
｡

政

治

の
向
上
は
@
@
選

革

め

公

明
化

に

あ

る
｡

漣

音

量

抑
坪
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7'jj由民主重義の鍵は

撰挙にある 選拳が正し-行わ

れるところに虞に民意を盛っ

た政治が行 ぬれる｡敗戦のあと

に打ち建てられた新しい民尭主義は童棒が人民に録帰し国会は最高の政治機関となり各般の茸職は殆ど選挙によって任命されるAJとになり?選挙の重要性はにわかに加わった｡しかし選挙の重要性が増大ずると同

時に選挙の弊害もまた著しいものがあり眼を蔽わしめるよ

うな醜状を呈しっゝある

のが最近el肺相であ

る｡この際

一掃して洪挙弗の清輝を因り信頼される政治の確立こそ緊急の国民的要請であ

る｡AJ紅がためには先ず

公明な選挙を実現して正しい人を夫々の要路に就かしめる事である｡こゝに本市に於ては関係

機関と市田各種団体の

積極的協力を得てあらゆる手段をつくして公明選撃の実現のために推進しょうとするものであります

｡二.:J･軍･.1fi
7･.Jrf:将卒塚市

平塚市選挙管理委員会
各新聞拙句各種団体三‥｡封

問昭和二十七年九月一目

より衆議院議員並びに教育委員選挙投票目の前まで〓鷹以上の期間を第山期とする)闇･:'

閑.･rl.i濡①車運

動は国民のやむにやまれぬ憂国の至情から円舞虞の愛国運

動である｡②本運動の推進

に際しては公明選挙運動の均を越えてはならない.)脚本運動の辰関によって正しS候神君は有利となり不正な候

補者にと

つては不利になることは当然である｡これが本運
動の究極の目標である｡㊨.

奉遷動を推進するに際し棄権防止の点を弥調することはも
ちろん重安な葦である｡蕊)

.･:

.:･･!.]･,1遠

①平塚市公明選挙推進委旨と推進班の設置p酢会教育委員､視聴覚教育委員､報道関
係者p学校長p婦人団体長p青少年

団
体
昆
P
p
T
A
会
長
p

公
民
館
長
p
選
挙
管
理
委
員
p

選

管
事
務
局
職
員
勺
軒
会
教
育
並
に

弘
報
関
係
穐
目
等
を
推
進
委
員
と

ず
る
｡

学
区
軍

使
に
甥
を
設
け
車

と
し
て

班
軍
使

に
推
進
す
る

｡

推
進
本
部
を
市
豹

育
課
に
お
き

本

部
長

を
教
育
課
長
が
当
る
｡

鞘
に

班
長
を
お
き
班
活
動
の
連
絡
指
揮

に
当
る

(
推
進
明
の
腕
章
を
つ
-

る
B

②

倖
蒙

の
た
め
の
西
岡
進
田

弘

報
車

によ-町のす
み
ま

で徹

底
す

る様に行う.第

一
回

を十

日
頃

よ-二日間偉
?
第
二

回を

二
十

日頃より二日
間

位
p

第771

同
は

投黒目望別口
ま
で
に

乃
至

三日間位実施す
る
｡

㈲

潤拳法解説と
公
明
選
挙

推

進
の
お

話と映画の会
開
催

(班

日
～

十1I目七ヶ所
)

市
内

七ヶ所にて選挙
法
の

解説

と
公
明

選挙につい
て

お
話

と映

画
に
て

開催する｡幸
と
し

て婦

人
を

対象とする｡

④

講演と映画の
夕
べ
開

催

学
区

軍使に克会場に
て
開

催
｡

講
師

は

1流人を依
帰
し
演

題
に

つ
い

て

は市民の関心
を
も

つ様

考
慮

する｡

映
画

は円本の劇ブイ
ル

ム
と

他

に
公
明

選挙に関係あ
る

文

化
フ

イ
ル
ム

を使用する
｡

喧

書道図画の作
品
寡
集

並
び

に

展示

学
校

に低棉して行く
｡

市
長
賞

p撰管委員
長
賞
を

授与

す
る
｡

全
作
品

を各自に町へ
掲

示

せし

め
ろ
､U

⑥

市

昆Cポスター

?習
字

p標

語
某

架｡
締
切

九月十五日

@
/

映画盤並びに
広
告
放

送
に
T t-

.I--1圭
f
.!
ト~..ー膚
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よ
る
擁
蒙
放
送
原
稿
を
作

成
し
舘

並
び
に
旺
圭
に
駅
路
す
る

｡

⑧

ボ

ス
タ
-
並
び
に
チ
ラ
シ

の

配
布

ポ

ス
タ
ー
を
印
刷
掲

示
す
る
｡

公
明
選
挙

の
標
語
又
は
牛
革
な
覚

葦
に
よ
る
も
の
を
テ
ラ
‥レ
と
し
て

印
刷
し
各
戸

へ
配
布
す
る
｡

⑨

市
弘
報

の
特
別
記
事
橘
栽

公
明

選
挙
に
関
係
し
た
記
事
を
絹

戟
す

る
｡

⑲

紙
芝
属
と
幻
燈

の
会
開

催

公
明
選
挙
に
関
係
し
た

ス
ラ
イ

ド

祇
芝
展
に
依
る
｡

⑪

レ
コ
ー
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今
回
の
公
織
選
挙
法
改
正
の
狙

S
は
二
つ
あ
る
｡

第

1
は
p

い
か
に
し
て

｢
金
の

か
か
ら
な
い
選
挙
｣
を
実
現
す
る

か
p
第
二
は
p
S
か
に
し
七

｢
品

の
よ
い
選
挙
｣
を
行
う
か
と
S
う

AJ
と
で
も
る
｡

(
〓
｢
金

の
か
か
ら
な
S
選
挙
｣

を
目
標
と
す
る
改
正
事
項

①

漂
挙
期

日
の
公
示
叉
は
告
示

の
期
間

抑

衆
議
院
議
員
､
都
道
府
願
知

事
及
び
都
道
府
願

の
教
育
委
員

会

の
委
員
の
選
挙
は
二
十
五
日

ー
(
選
挙
時
報
よ
-

)i

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

⑤

衆
議
院
議
員
?
参
議
院
地
方

･選
出
議
員
及
び
都
道
府
願
知
軍

の
無
料
葉
書

の
取
扱
は
?

現
行

.の
三
万
枚
か
ら

一
万
枚
に
減
少

ス
タ
-
の
外
に
@
候
補
者

が
自

ら
ボ

ス
タ
-
二
千
枚
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
AJ
と
を
原
則

と
し
て
S
る
が
p
特
例
と
し
て

そ
の
使
用
を
禁
止
す
る
規
定
が

あ
る
た
め
､
結
局
六
十
回
の
個

人
演
説
会

の
告
知
用
と
し
て
p

公
営
の
ボ

ス
タ
!
千
二
百
枚
の

外
は
p

使
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
S
点
で
あ
る
｡

瀞

⑧

個
人
演
説
会
衆
議
院
の
原
案

で
腫
p
_
+
回
で
あ
っ
た
が
p

六
十
回
に
増
加
さ
れ
た
｡
こ
の

制
限

の
適
用
が
あ
る
の
は
も
⑦

い
わ
ゆ
る
遊
撃
隊
が
あ
ち
ら
巳

ち
ら
で
衛
頭
演
説
を
ブ
ツ
て
歩

-
こ
と
に
な
り
?
そ
れ
が
相
互

の
競
争
と
な

っ
て
?
巽
に
馬
鹿

々
々
L
S
p
し
か
も
多
-
の
経

費
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
｡

⑲

自
動
車
な
ど
の
上
で
荷
預
演

説
を
行

S
p

あ
る
い
は
p
乗
物

の
上
か
ら
候
補
者

の
氏
名
な
ど

を
連
呼
す
る
場
合

に
は
p

運
転

手
な
ど
を
ふ
-
め
て
､
十
五
人

以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
制
限
が
あ
る
｡

よ
う
な
選
挙
を
冥
現
ず
る
か
と
い

う
事
項
で
あ
る
｡
巳
の
な
か
に
は

併
せ
て
｢
金

の
か
か
ら
な
い
選
拳
｣

を
実
現
す
る
趣
旨
臣
も
含
ん
で
い

る
こ
と
は
泡

か
つ
て
･p
某
法
律
難
詰

に
書

S
究
通
-
で
あ
る
｡
こ
の
事

項
と
し
て

①

戸
別
訪
問
の
禁
止
｡
現
行
法

で
は
淘
候
補
者
が
親
族
p知
己
?

密
巌
恕
間
柄
陀
在
る
者
を
訪
問

す
る
こ
と
は
p
差
し
支
え
な
S

と
さ
れ

て
い
る
｡
と
こ
ろ
が
p

て

の
規
定
が
濫
用
さ
れ
て
､

昨
年

の
四
月
薗
地
方
選
拳
で
は
p
仝

:(
''.I"÷

∴
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さ
れ
る
｡
印

刷
費
p
･葉
書

の
宛
名
書
の

費
用
を
節
減

′2

-/■_
1,I

す
る
趣

あ
る
｡

⑥

右
の

用
葉
書

夢
に
よ
つ の 選 旨
て 減 ‥芋 で
ノへkdjへ叱.｡F.r＼㌔ら_t{

¢う (ロ)

都
道
府
願

の
議
員
及
び
五
大

都
市

の
議
会
の
議
員
､
市
長
及

び
教
育
委
員
会

の
委
員

の
選
挙

は
二
十
日

一
般

の
市
の
議
会

の
議
員
p

市
長
及
び
教
育
委
員
会

の
委
員

の
撰
挙
は
十
五
日

⇔

町
村

の
議
会
の
議
員
p
町
村

長
及
び
教
育
委
員
会
の
委
員

の

選
挙
は
十
日

こ
れ
で
p
お
お
む
ね
p
戦
前
の

選
挙
運
動

の
期
間
の
程
度
に
短
縮

さ
れ
た
｡
運
動
期
間
が
長
け
れ
ば

長
S
ほ
ど
p
選
挙
運
動
費
用
が
か

か
る
と
い
う
わ
坤
で
あ
る
｡

②

選
挙
事
務
所
は
も
原
則
と
し

て
p

一
ヶ
所
と
す
る
o

rS

未
成
年
者

の
選
挙
運
動
は
～

禁
止
さ
れ
る
｡

④

選
挙
運
動
専
用
の
白
動
申
及

び
船
舶
は
p

二
日
叉
は

一
隻
に

限
定
さ
れ
る
｡

但
し
､
参
議
院

全
国
選
出
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
は
三
云
口
叉
は
二
重

で
あ
る
｡

蹟
声
横
は
､
衆
議
院
議
員
､
参

議
院
地
方
選
田
議
員
?
都
道
府

生
す
る
費
用

が
選
挙
公
報

の
改
善
に
宛

て
ら
れ
た
｡

す
な
わ
ち
､

公
報

の
掲
載

文
の
字
数
五

百
字
が
千
五

百
字
に
増
加

さ
れ
る
｡
(
餐

こ

ん

な
風
を

選

び

蓋

し

よ

-

1
@

国
銀

の
頑

雛

を
常

に
考

え

て

い

る
九

二
@
識

見

人
格

の
高

炉
尊
敬

で
き

る
Å

≡
@
叢

任
と
春

雄
の
観
念
が
強
い
Å

鏑

@

正
直

で
信
槻
出

来

る
人

L

濫

@,
畢

冨

疋
と

し
非

哲
非

才
率

直

に
意

見

の

い
え

ろ
丸

J'-
･9
云
■二
..･.I..
∴
.)眩
.
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ノ

ア
転
-
し
ま

し

よ

う

■hhHy

一
@
利
権

を
目
当

て
の
人

±

@

某

利

鷺
略

し

か
考

え
な

い
Å

三
@
金

や
樺
カ

で
魁

よ
-

と
す

る
人

府 議 院 議 l用 で 現 挙 田議
願 昌地 員 は の 選 あ行 の 議 院

法 み 邑地
通 は の 方

四
@
議

会

に
出

席

の
嘉

か
つ
ね

人

る
｡

)

び
都
道
府 事 都 選 参 議 ス 芸宣

七

､

八

'･

の
教
育
委
員

会
の
委
員
の

選
挙
に
あ
っ

斗
㌦

地
位
職
業

の
別

定
-
人

を
尊
敬

でき
る

L<
.

建

設
的

な
摺

動

を
す

る
人

公
約

を
忠

葵

に
美

術
す

る

某

常

に
国

民

の
声

を
き

Jjq
そ

れ
を
政
治

に

活

か
せ
る
Å

情
実

に
左
右

さ
れ
な

い
Å

五

@

公
約

を
実

術

し
な

い
人

国
的
ノに
p
候
裾

者
叉
は
遅
動
員

の
戸
紬
訪
問
を

愛
好
な
か
っ
た

家
庭
は
な
か
つ

挺
と
い
っ
て
も

蓋
い
位
で
?
ほ

と
ん
ど

放
任

の

状
態
に
近
か
っ

た
｡
こ
れ
が
買

取

の
温
床
と
な

夢
P
選
挙
の
品

位
を
け
が
し
p

候
補
者

の
構
成

を
失
わ
せ
る
と

S
う
の
で
?
令

回
は
?
以
前

の

よ
う
に
､
全
面

的

に
禁
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ

た
｡

②

選
挙
に
際
し

て
､
署
名
運
動

を
行
う
こ
と
は

禁
止
さ
れ
る
｡

1
日

厚
生
委
員
会

市
営
プ
-
ル
の
遅
敵
に
つ
い
て

協
議
し
た
｡

四
日

建
設
委
員
会

港
小
学
校
の
校
舎
移
転
工
葛
に

つ
い
て
院
議
し
た
｡

五
日

火
葬
場
移
築
委
口日
会

火
葬
場
移
築

の
問
題
に
つ
,S
で

協
議

し
た
｡

八
ー日
～
教
育
厚

生
合
同
委
員
会

市
営
ブ
ー
ル
道
営
に
つ
い
て
協

議
し
た
｡

十

1
日

財
政
委
員
会

市
職
員
に
対
す
る
夏
季
手
当
の

支
給
に
つ
S
て
協
議
し
た
｡

十
二
日

建
設
委
員
会

土
木
工
等
執
行
に
つ
S
て
協
議

Fし
た
｡

十
四
日

公
営
専
業
委
員
会

凝
月
の
市
営
競
輪
道
営
に
つ
S

て
院
議
し
た
｡

十
五
日

区
劃
整
理
促
進
委
員
会

復
興
事
業
所

々
長
に
出
席
を
お

覇
S
L
昭
利
二
十
七
年
度

平
塚

市
復
興
計
画
に
つ
S
て
説
明
を

求
め
た
｡

十
六
日

教
育
委
員
会

願
費
支
所
に
よ
る
教
職
員
に
対

す
る
夏
季
手
当

の
支
給
に
つ
い

て
協
議
し
た
｡

市
議
会

平
塚
市
功
労
者
表
彰
僚
例

平
塚
市
議
会
議
員
退
蛾
記
念
品

並
び
に
弔
慰
金
の
附
与
に
関
す

る
倣
例

平
塚
市
檎
員
に
対
す
る
夏
季
手

当
の
支
給
に
関
す
る
隙
例

昭

和
二
十
七
年
度
平
塚
市
歳
入

歳
閏

追
加
詑

算

右
四
議
案
を
慣
重
審
議

の
結
果

全
議
案
と
も
原
案
通
-
可
決
と

し
閉
会
｡

二
十

一
日

財
政
委
員
会

昭
和
二
十
七
年
度

の
固
定
資
産

評
慣
並
び
に
地
方
税
法
の

一
部

改
正
に
つ
い
て
協
議
し
た
｡

二
十
三
日

治
安
委
員
会

最
瀧
の
治
安
問
題
に
つ
い
て
協

議
し
だ
｡

二
十
六
日

教
育
委
員
会

委
員
長
よ
-
茅
ヶ
崎
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
溌
湘
南
五
市

教
育
常
任
委
員
長
会
議

の
報
菅

が
あ
っ
た
｡

I...
.I
.H..:

二
71.='!L;:I'i･:3'.,:/;:器;
.
.
;=.ii
J.

屯
@
威

張

-
化

が

る

人

@

八

@
贈

収
賄

の
あ

る
Å

凡
@
私
利

私
慾

に
遣

る
人

夜
間
屋
外
乾

あ
げ
る
演
説
や

連
呼
は
p
午
後

九
時

(
現
在
は

年
後
十
時
)
以

後

は

で

き

な

S
｡

旧
度
量
衡
法
が
計
葦
法
と
改
正

さ
れ
p業
務
上
必
要
な
計
量
器
(
普

す
p
は
か
-
p
も
の
さ
し
等
)
は
毎

年

1
回
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
に
な
り
ま
し
た
｡

当
市
に
於

て
は
氷
る
十
月
十
三
日

よ
-
七
日
間
に
わ
た
-
左
記
の
日

割
表

の
通
-
集
合
検
査
が
実
施
さ

れ
愛
す
の
で
?

こ
の
た
め
市
担
当

課
係
員
が
検
査
前
に
準
備
調
査
に

伺
S
ま
す
が
p営
業
用
p4
16
軒
工
場

肘
p
叉
は
農
家
で
使
用
し
て
屠
る

計
景
器
は
洩
れ
な
-
申
告
し
違
反

や
罰
則
に
か
ゝ

ら
ぬ
よ
う
必
ず
検

査
当
日
に
は
受
検
さ
れ
る
よ
う
市

民
各
位
の
御
協
力
を
御
願

S
致
し

ま
す
｡

一
日

産
業
委
員
会

産
業
課
所
管

の
執
務
に
つ
き
担

当
課
長
よ
り
説
明
を
求
め
こ
れ

に
つ
い
て
協
議

四
日

厚
生
委
員
会

塵
芥
及
び
尿
尿
の
処
理
に
つ
い

て
協
議

七
日

財
政
委
員
会

土
地
の
買
取
問
題
に
つ
師
て
協

議
十
三
月

火
葬
場
移
築
委
員
会

火
葬
場
移
築
の
件
に
つ
き
天
野

町
に
対
す
る
交
渉
の
経
過
報
告

協

議

十
八
日

公
営
事
業
委
員
会

J
八
月
市
営
競
輪
選
管
に
つ
S
て

協
議

厚
生
委
員
会

尿
尿
処
理
問
題
に
つ
い
て
衛
生

課
長
よ
り
資
料
の
提
出
が
あ
っ

た
の

で
こ
れ
に
つ
い
て
協
議

二
十
三
日

産
業
委
員
会

電
気
設
備
等
復
元
法
案
に
対
す

る
委
員
会

の
態
度
に
つ
S
て
協

十 十議

= 空言ー

冒

火
葬
場
移
築
委
員
会

日
に
引
続
き
火
葬
場
の
拶

築
に

つ

S
て
協
議

二
十
八
日

教
育
委
員
会

六
日
の
本
会
議

に
お̀
S
て
附
託

に
な

っ
た
花
水
小
学
校

々
令
新

//

骨
@
言

行

の
二

致

し
な

い
鬼

×

て
L･い､.
二
千
.･-･-･･････/
･-
･･

笥
Wyノ㌔

〝ノ

④

稗
預
演
説
及

び
連
呼
は
､
常

に
標
旗
の
下
で

行
わ
な
け
れ
ば

十
七
日
(
金
)

新
宿
地
区

平
塚

商工会
議

所

平
塚
地
区

富
士
見
小

学

校

馬
入
地
区

松
原
小
学
校
分
校

須
賀
地
区

平
塚
競
輪
場

韓
に
つ
い
て
陳
情
書
を
審
議

市
議
会

i
時
借
入
金
に
関
す
る
専
決
処

分
承
認
に
つ
S
て

1
時
借
入
金
に
関
す
る
専
決
処

分
承
認
に
つ
S
て

平
塚
市
苗
税
賦
課
徴
収
陳
例

の

i
部
を
改
正
す
る
健
例

年
塚
市
手
数
料
催
例
の

山
部
を

改
正
す
る
除
例

年
塚
市
警
察
及
び
消
防
吏
員
に

対
す
る
被
服
等

の
給
与
並
び
に

｢

貸
与
に
関
す
る
僚
例

員
会

の
悉
占
貝
並
び
に
い
わ
ゆ
る

五
大
都
市

の
議
会

の
議
員
p
市

長
及
び
教
育
委
員
会

の
委
員
の

撰
挙
は
p
二
揃
で
あ
る
｡
参
議

院
全
国
苫
田
議
員
の
選
挙
は
p

そ
の
地
域
が
広
い
関
係
上
p

動
車
叉
は
船
舶
も
三
台
叉
は
三

隻
?
摘
声
機
も
ま
た
≡
摘
ま
で

枚
を
限
度
と
す
る
｡
(
参
議
院
地

方
選
出
議
員
に
つ
い
て
は
?
覗

行
通
-
の
例
外
が
あ
る
｡
)
但
し

己
の
外
に
p
印
刷
さ
れ
た
ポ

ス

タ
ー
千
二
百
枚
が
無
料
で
都
道

府
願

の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

交
付
さ
れ
る
｡
こ
こ
で
注
意
を

要
す
る
の
は
､
衆
議
院
議
員
の

選
挙

に
つ
S
て
は
勺
公
営
の
ポ

に
用
げ
た
選
挙
に
眠
る
O

⑨

循
頭
演
説
は
p
常
に
p
都
道

府
願
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

立
候
柚
の
届
出

の
際
交
付
さ
れ

る

一
本

の
標
旗

(
参
議
院
全
国

選
出
議
員

の
選
挙
だ
け
は
十
五

本
)
を
掲
げ
､
且

つ
謹
明
書
を
持

っ
て
S
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
｡

そ
う
し
な
け
れ
ば

⑪

民
間
放
送
を
白
面
に
使
用
す

る
AJ
と
は
p
無
用

の
競
節
や
悪

用
を
誘
発
す
る
と
い
う
の
で
p

公
営
に
よ
っ
て
政
見
を
放
送
す

る
場
合
の
外
は
?
そ
の
使
用
を

許さ
れ
な
S
｡

第
二
は
､

S
か
に
し
て
品

の
よ

い
PEm位
の
あ
る
p
世
界
の
文
明
諸

国
に
紹
介
さ
れ
て
も
恥
し
く
な
い

な
ら
な
い
か
ら
p
選
挙
に
静
譜

は
p
相
当
に
保
た
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
｡

広
菅
放
送
の
禁
止

新
開
の
人
気
投
票
の
禁
止

(
平
壌
市
選
管
事
務
局
)

薗

〔
盛

憲
〕

二

検
査
受
付
時
間
は
午
前
九
時

遮
り
午
後
三
時
告
で

二

晴
雨
に
拘
ら
ず
実
施
す
る

一
p
指
定
の
目
に
必
ず
検
査
を
受

済@
ぼ
る
こ
と

二

理
由
な
-
検
査
を
受
け
な
い

と
後

日
調
査
の
上
C
願
庁

へ
提

田
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
叉
は
計
量

法
に
よ
り
処
分
を
受
げ
る
事
が

あ
り
ま
す

二

準
備
調
査
は
洩
れ
な
く
実
施

致
し
ま
す
が
万

1
該
当
す
る
者

で
調
香
洩
れ
が
あ
ら

た
場
合
?

叉
は
不
明
の
点
が
あ
る
場
合
は

十
月
六
R
よ
り
十

二
]=
ま
で
に

必
ず
申
井
目
叉
は
御
問
合
せ
を
市

産
業
課

へ
お
願

い
す
る
｡

-:./--:--1て,1111:!:A.
時吉川寺 民
甘一借 住
人 入 宅
金 金 建
に に 設
つ つ 費
い い 赴

情
L=l
つ
い

て

(
山
般

て

(
特
別

会
計
部
輪
事
業
費
)

1
時
借
入
金
に
つ
S
て

(
特
別

会
封

墾
島
事
業
費
)

昭蔵
汁凍1
沌二
加 十加

更
正
洩
算

七
年
度
平
塚
市
歳
入

議

の
経
基
全
議
案

と
し
閉
会
し
焚
｡

と
ち
裾
寡
可

二
十
円
公
営
塾
業
建
設
合
同
委
冒 決

会
競
輪
場

ス
タ
ン
ド
改
植
に
つ
い

て
協
議



R::川 .I-I:I.:I :,F こ一目.､工う･tI

読
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青

年

痔

諭

太

禽

平
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商
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選

太

禽

鬼

賞

原

稿
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二

三
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〟 - 私

が撰
塁
樺
を
得
ま
し
て
始
め
て

票
を
投
じ
ま
し
た
の
は
旬
昭
和

:i.:I-町山上 甘1､三三一Is･
Llli, I:i

.
虹;
:
t
t
出目封煩い

二
十
五
年
⊥ハ
月

に
行
わ
れ
ま
し
た

参
議
院
議
員
選
撃
で
あ
り
ま
す
｡

其

の
後
昨
年

の
願
会
市
会
議
員
選

挙
と
p
投
叫
諾
補
の
前

に
立
っ
た
の

は二度であります｡この三豊

が直接我々の生活と柘ぴつ-のだ｡政治に対して大きな関心の目をむけp大人になったのだとの意識?何か
誇らしげな爽快と興奮とでp

ふるえる手でペンを持ち投票数しましたあの日の感激は今もなお忘れる事が出奔ません｡AJの喜びは私一人でな-ておそらく諸君も等し-昧われた事

と思います｡しかしあれか

ら三年経た今rT;我々のAJの感激を破ったものは何であっ溌でしょう｡我等がもっとも信輯し得る人として這ポを投じて国会へ造った議昌諸氏は果して何をしたであ-ましまうか｡国会といへば喧嘩でありP野次でありPはたおとなしくぼ居眠する場研であるかの如-印象を国民に与えp.徒らに某利纂略にきゆう/＼Iとしているのが現在の政治であ-ます｡勿論言うは易く行Sは難しは私達といえども心得ておりますが｡Sやしくも1国の政治にたすさかる議員諸氏がAJの様であったならp独立日本の前途また暗浩たりとSわねぽなりません｡しかし諸君よ?今1歩進ん
でpかゝる政治を作りあげ
た梶本の原因は何かp何故こう｢1■てぎえ なて つたかとSうことを探-翠見る必要があると思い普･･膏 ):

. す｡昔から｢蒔かぬ種

子は生えぬ｣とか申しますがPi革の原因は何と〆Sつても我鬼がかかる議員を選んだとSう事であ-まず.とSつても証も悪い政治を好む人は有

りません がpいわゆる掃き

表外とし
て入れたはずのUdJiがp天地細明に誓って正しいとされる一票であったかどうかとSう事であります｡緋当の折箱の底に千円札ありとSう派手なのから名人の手紙山本までバ何時の選奨にも違反としてあばかれる話題']･Jgあります｡金によっこその人の人格が光るものでしょうか｡香であり壷す｡いや絶対的否であるべきなのに現実はやゝもすると金の光が強いのであ-ます6金p金に迫SかけられてSる.I般大衆にはもっとも手近ないわゆる買取の手であ-ます｡そしてこれら議員はpばら撒いた金以上にその地仲を利として懐に貯めAJむとさえSわれます｡僅かなる銅に釣られる魚にも似た我斉で

あってはな雄ません｡次に
地盤であります｡何といっても候補者の絶対的燥件でありますがO選挙となると暑中見舞や賀状が舞込んだりするのは衆知の通りであります｡特に願会市会選撃など範園が狭-な少ますと短的であります｡昔の好みを枝から-′＼で参りますと年寄など驚く程のいわゆる薬理人情といつ兜封建的感情にとらわれていますから人物がどうであろうと政見が何であろうとpそうSつ焚感情に傾ySて1票を投じ義理を欠Sたら摘発に申請がなSと決して誇張でなしに笑えぬところの実状であります｡この点など新しS世代を負うところの我々青年の力でpもつとも打破するAJとの出

乗
る
面
で
は
な
い
の
か
と
恩

師

ま
す

｡
看
板
に
つ
S
て
も
同
じ
専
p

山

行
で
も
余
計
に
つ
-
肩
書
を
得

意

と
す
る
人
p
そ
れ
匿
魅
せ
ら

れ
る

大
衆
?
そ
の
看
板
畝
降
し

死
時

の

A
と
夜
頃
を
探
蛋
知
を
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
｡

去

る
新
開
に
て
報
道
さ
れ
ま

し
た

基
町
会
議
員
二
名
が
酔

っ
て

バ

ス

に
不
正
乗
車
を
し
よ
う
と
し
た

他

を
車
掌
に
と
が
め
ら
れ
た
ら
p

生

意
気
な
や

つ
俺
達
を
知
ら
ね
え
か

と
の
琴
言
に
て
車
掌
を
障
り
瀕
死

の
苦
痛
を
与
え
た
そ
う
で
あ
り
ま

す
｡
私
は
こ
の
新
防
空

泥
ん
だ
暗

幕
憤

で
身
体
が
ふ
る
え
た
の
で
あ

-
ま
す
｡
AJ
の
議
員
達
が
酒
く

せ

の
良

S
か
憩
い
か
知
-
ま
せ
ん

｡

勿
論
そ
ん
な
こ
と
は
言
譜
に
も
な

り
ま
せ
ん
が
p
酒
が
こ
の
よ
う
な

暴
行
を
働
か
さ
せ
′喪

の
で
し
ょ
う

か
｡
か
-
あ
ら
し
め
た
の
は
町
会議員とSう看板が暴れたのだと｡俺達を知らねえのかという股には俺達は町会議員なのだとの肩書特種意識に常日頃から酔っていたのだと恩Sます｡こういう人物こそpより多-の看板をかゝげその看板だげに物言わせようとするところの虎の戒を侍る狐にも似た無力者達であ-ます｡そして虞に町の有力者達であります｡そして更に叉町の有力者達が?もみ消し這動云々に至っては笑に何か彼等こそこれら議員を助け非を非とせざるところの卑怯なそして恐ろしい寄生虫

的存在であります｡もし我等がかゝる醜態を演じたとしたならば円間もなにもめ-ません｡たちどころにとらわれの身と

なるでしょう｡ られた｡もう

けたpもうけられ

た
｡
AJ
の
よ
う
な

事
に
遅

々
と

し
て
八
千
万
国
民
が
押
問
答
し

て

い
る
秋
で
あ
-
空
し

よ
う
か
｡
大

き
な
目
を
見
開

頓
て
下
さ
S
｡

私

が
今
更
申
し
上
げ

る
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
｡
こ
ゝ

数
年
間

の
世
鼎

情
勢
た

るや波乱
を
含
ん
だ
p

ま

こ
と
に
物
騒
な
も

の
で
あ
り
ま
し

た
｡
そ
し
て
そ
.の
不
気
味
な
変

動

は
今

日
な
お
止
み
難
く
P
戦
争

か

平
和
か
再
び
開
く
現
し
聖

二目薬

と

な

っ
て
現
わ
れ
て
爽
ま
し
た
｡

国

破
れ
て
山
河
有
り
三
千
年
の
歴
史

に
厳

と
し
た

一
割
線
を
引
き
緑

の

平
和
を
求
め
叉
世
界
に
宣
言
し

て

独
立
し
た
我

々
で
は
あ
-
ま
せ
ん

か
｡
何
時
ま
で
も
十
二
オ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
｡
山
と
積
ま
れ
焚
幾
多

サ

の
問
題
が
あ
-
ま
す
｡

虞
に

国
を

憂
え
る
者

は
雛
か
9
g｡

虞

に
憂
国

の
士
は
無
き
か
?
｡
諸
君
よ
起
上

り
鷺
し
蓋
う
O

日
本

人
と
し
て
の

誇
凝

･?
自
尊
心
と

勇
気
と
を
も

つ

て
p
さ
れ
ば
私
利
私
慾
?
地
位
p

名

尊

の
た
め
の
政
治
で
も
あ
り
ま

せ

ん
｡
か

ゝ
る
悪
政
は
た
ち

ど
AJ

ろ

に
消
え
去
る
の
み
で
あ
り
ま

す
｡

鎗

以
上
鞄
p
地
盤
p看
板

の悪弊
を身近に拾いつゝ我府の抱負とする

ところを挙げて見ま

したSさ～か集点がぼ

や
け
た
よ
う

で
ど

の
演
題
魔
の
か
要
不
得

の
感

が
あ
雄
ま
す
が
｡
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
も

ち

い

て

善
良

なる国民の目をカモフラージュするとこ

ろの議員か?虞に憂

国の士として我等の

代
奉
た
り
得

る
議
員

た
る
や
?
我

々
青
年
の
力
に
よ

っ

て
正
し
-
批
判
し
叉
看
破
し
て
威

し
S
選
塁

.明るS選挙p独立日本の名にふさわしい公明選撃への1環として働きかけようではあ-ませんか｡演と映画の会寺催平塚苗公明選韓推進委員会披 講画 題｢世界

情勢と日本の将来について｣

松竹特作母恋章 辛九日後七時寿T,:I･i講師十五日なぜ彼等だけ軒こ内聞に事杏済まそうなどとSう事が許されるのでしょうかO幸にし

て勘の非難が内聞を破ってしまったとされpこの事件が明るみに出費したがpこのような事が度カあつては困りますが粒体ないと証が言えましょうかもし不幸にしてかゝる問題が我々身近に起ったならば､意は正を邪は邪とするところの青年の意気と熱情監よって-どし-＼世論に

訴
え
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ぐ

も
し
被
害
卦
が

こ
の
町
議

に

1
票

を投
じ

て
い
た

と
仮
定
し
資
な
ら
ば
p
何
と
皮
肉

な
悲
し
い
現
象
で
は
あ
わ
ま
せ
ん

ゝ
0
め
目
覚
め
て
下
さ
い
議

員
諸
氏
p

私
利
私
慾
の
た
め

の
政
治
か
､

地

位
名
啓

の
た
め
の
政
治

な
の
か
p

目
覚
め
よ
青
年
諸
君
p
障

っ
た
殴

日
程
九
月
十
五
日
後
七

時

十

七
日
後
二
時

十

七
日
後
七
時

十
八
日l

後
七
時

商
工

会
館

花
水
会

館

松
原
小
学

校
分
校

富
士
見
小

学
校
講
堂

十
七
日

十
九

日

卜
八

日

読
売
新
開
配

論
説
委
員

本
間

茸
氏

公
明
選

挙
連
盟
講
師

野
本
品
富

民

撃学明
達博大
盟士歌
哩:'†授

章明紀
選済

小

島

憲
氏
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公
明
選
挙

推
進
運
動
の

一
環
と
し
て
p

都

道
府
願

選
撃
管
理
要

員
会

は
次

の
よ
う
な

｢
せ
ん
き
よ
ぶ
L
L
を
作
成
し
ま
し

た
｡

な
お
Ju
の
所
作
は
p
r
あ
ら
か
ん
た
ん
ね
｣

は
久
保

幸
江
さ
ん
p

｢
選
挙
-
せ
も
の
こ
わ
S
も
の
｣

は
伊
藤

久
男
氏
に
よ
っ
て
p

n

｡

ム

ビ
ア
盤

で
吹
き
込
ま

れ
て

I,,･の
･ら

カ

･I,.･
芦

■
お
り
ま

す
｡

≡

木

鶏

郡

作

詞

,
◎

作

曲

ニ
∵
-

半
え
り

一
木
選

言
に
も

こ
れ
は
派
手
す
ぎ
.こ

れ
は
地
殊

た
め
つ
す
が
め
つ
か
き
ま
わ

し

店
を
田

rtlT
ま
で

一
時
間

オ
ヤ

爪
監
)
な
の
に
大
事
な
選
挙
に
は

い
rlJも
あ
っ
さ
り
き

め
1-̂

ま
う

･･..I...
･･･

･

日.･.

二
二

オ
ー
ル
二
十
で
ベ
ル
が

な
る

パ
テ
ソ〉
コ
台
は
と
れ
か

な
と

ゆ
き
つ

摂
り
つ
血
眼
で敬

銀
の

バ
ラ
玉
汗
が
出
る

竃

)
な
の
に
大
事

な
選
葦
に
は

い
と
も
あ
っ/さ
り
き
め
も
ま
う

あ
ら
カ
ン
タ
ン
ね

〔

≡

〕

村
の
ま
っ
り
に
盆
お
ご
り

ひ
く
手
さ
す
手
の
品
定
め

お
ど
り
上
手
は
ど
の
娘

あ
れ
か
こ
れ
か
で
夜
か
更
け
る

(
監
)
な
の
に
大
事
な
選
挙
に
は

い
と
も
あ
っ
さ
り

き
め
ち
ま
う

あ
ら

カ
ン
月

ン
㌧ね

〔
四

〕

町
の
明
る
い
吹
茶
店

紅
茶

Jn
-
ヒ

-
ソ
㍉
ダ

水

そ
れ
と
も
ケ
ー
キ
か
男
物
か

(
現

)
な
の
.に
大
事
な
選
挙
に
は

い
と
も
あ
っ
さ
り
き
め
ち

ま
う

あ
ら
カ
ン

タ
ン
ね

〔
五
)

ご

ん
ど
の
楽
し
い
お
休
み
に

映
画
か
芝
居

か
レ
ビ
ュ
ー
か

そ
れ
と
も
温
泉
ハ

イ
グ
ン
グ

新
聞
な
か
め

て
泡
と
は
す

れ
監

)
な
の
に
大
事
な
戟
挙
に
は

い
と
も
あ
っ
さ
り
き
め
ち
ま
う

あ
ら
カ
ン
タ
ン
ね

I. !.::I.:.翠

..:[･,t
.r
Jl
∴

こ
わ

い

も

の

三

木

新

郎

作
詞

◎
作
曲

･.
.

:.

雨
の
ふ
る
日
に
長
靴
で

お
え

阜

い
お
方
が
て
く
-
＼
と

ち
つ
ぼ
け
間
借
り
の
ポ
ク
ん
家
へ

泥
ん
こ
竜
を
い
と
や
せ
ぬ

ち
ょ
い
と
な
さ
け

に
は
､た
さ
れ
て

い
つ
も
そ
の
手
で

だ
ま
さ
れ
る

世
事
く
せ
も
L=

こ
わ
い
も
の

･.二∴

か
ご
で
ゆ

く
の
は
お
軽
ぢ
や
な
い
か

わ
た
し
や

売
､73

れ
て
ゆ
く
わ
い
な

娘
の
身

売
り
は
可
愛
い
そ
-

と
涙
を
な
か
す

に
や
当
ら
な
い

わ
れ
と
我
身
を
売
る
人

が

ほ
か
に
も
沢
山
い
る
じ
ゃ
げ

な

選
挙
く
せ
も
の
こ
わ
い
も
の

〔
三
〕

好
き
な
お
方
は
ぴ
ん
ぼ
-
で

い
や
な

オ
ヤ
､ジ
に
や
金
が
あ
る

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
目
が
く
ら
み

そ
の
事
に
落
ち
た
が
身
の
破
滅

貰

叫
お

宮
ば
か
り
仁
や
な
い

こ
ん
な
悲
劇
は

ザ
ラ
に
あ
る

選
挙
く
せ
も
の
こ
わ
い
も
の

tr
四
｣

[''･:.I.･..
1･-･････:..･.･
-
.

/I.
-.:

よ
こ
.賀
通
っ
て

く
自
家
用
車

質
屋
に
通
-
人
も
あ
り
ヤ

待
合
通
い
の
人
も
あ
る

あ
の
時

忘
票
冗
ら
な
け
り
や

こ
う
し
た
欺
き
は
あ
る
ま
い
に

選
挙
-
せ
も
の
こ
わ
い
も
の

∵
汁
..1

オ
ヤ
､､シ
辛
算
サ
ケ
が
す
き

ム
ス
コ
甘
党
鞘
子
が
す
き

そ
れ
ふ

～
好
み
が
あ
ら
-
も
の

ノ

ム
リ
に
合
わ
せ
ち
や
身
の
毒
よ

親
子

親
甘

夫

妻

伝
染

病

的

と

き

瞳

∵

｢

∵

∴
i';...;:
''
..I..:'L.I:I
.
:i.
.:...･
.

雪

∵

∴

㍉

､‥

÷

t

こ
れ
は
市
内
に
発
竿
し
た
怯
這
伝
染

病
愚
者
を
収
容
し
て
治
療
守
る

施
晋
で

す
｡
/ベ

ッ
ト
は
二
〇
余
あ
り

P
晒
冒
:
は

医
師
を
含
祷
て
五
名
で
愚
者
の
治
撞
石

.三1-.-/㌔,ー
-,I
l
rヽ

..

.
ノヽ
.I.I

護
に
努
め
て
お
り
ま
す
｡
閏
年
と
今
年

建
物
の
大
修
理
と
諸
設

備の

充実を詔

り恩
者
に
封
す
る
給
食
も
細
心

の
作
憲

の
下
に
行
わ
れ
て

お
り
∵
桁
症
成
精

は

良
好
で
す
｡

〆

昭
利
二
十
声

年の利用者数は六十四石

F
本
年
は
九
月
八
目

までに三

十三

¶とな

ってお

ります
｡○

風院熟犠食憩薬
価として

l
R
六
十
円
F
特

別
の
処
置

を
必
要
と
し
た
場
合
は
そ

の
芙
蓉
を
納
め
て
頂
く

こ
と
仁
在
っ

て
お

り
ま
す
｡

色
々
な
事
情
で
入
院
料
の
払
､で八な
い

方
に
対
し
て
ほ
手
続
を
と
っ

て
下
さ
れ

ば
入
院
料
は
免

除
或
は
晒
紬
す
る
こ
と

が
出
井
ま
す

｡

1
椴
の
衛
生
状
態
か
よ
く
な
り
こ
う

し

た
施
設
の
必
要
か
な
く
な
る
こ
と
か

最

も
望
ま
し
い
の
で
す
か
現
況
で
は
む

ず

か
し
い
こ
と
で
す
｡
医
師
に
伝
染
病

と

診
断
さ
れ
た
ら
直
ぐ
入
院
さ
れ
て
綜

匠

を
受
け

1
日
も
早
く
健
康
に
な
る
こ

rlJ

が
賢
明
で
す
｡

こ
の
施
設
を

祖
存
邦
な
-
て
他
の
施
設

に
お
人
･り

/に
な
っ
て
色
7ぺ
新
情
を
き
ゝ

ま
す

が
p
若
し
伝
染
病
と
診
断
さ
れ
た

ら
こ

れ
を
利
用
し
て
下
さ
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
｡
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『教
育

』

は

地

方

の
市
な
り
町
な

り

の住

民

の

意

志

に
よ
っ
て
?
そ

れ
ぞ
れ

の

冥

情

に
合
っ
た
や
-
寡

を
せ
ね
ぼ

な
ら
ぬ
｡

そ
う
し

衆
『
教
育
得
政
』
を
行
う
に

は
『
教

育
』が
不
当
な
政
治
勢
力
や

そ

の
他

の
圧
迫
に
ま
け
す
に
公
正

旺
推
進

さ
れ
p
佳
民
に
対
し
奉
仕

す
る
立
場

で
終
始
lしな
-
て
は
な

ら
ぬ
｡

I..
.
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市
民
の
セ
め
に
『
教
育
行
政
』
と

い
う
仕
事
が
進
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
､
そ
の
仕
事
を
ま
か
せ

る
委
冒
-
教
育
委
員
四
人
を
き
め

ほ
か
に

一
人
は
市
議
会
か
ら
選
ば

れ
た
者
が
加
わ
っ
て
､
合
計
五
人

の
人
た
ち
に
よ
っ
て
巳
の
仕
事
の

責
作
を
も
つ
と
S
う
牽
り
方
に
な

る
｡

.....
,I.,:,.::1.､..JrN:.ti.享

三
;.
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芋
∴-T三
千
∴
ン

こ
の
制
度
は
昭
和
二
十
三
年
に

発
足
し
?
既
に
本
願
で
は
願
の
教

育
委
員
会
､
横
浜
苗

◎
川
崎
市
が

教
育
委
冒
会
を
つ
-
-
p

他

の
市

町
村
転
も
だ
ん
だ
ん
お
く
こ

と
に

な

っ
て
S
た
が
p
そ
の
後
す
べ
て

の
市
町
村
に
潜
-
こ
と
に
つ
S
て

は
q
い
ろ
S
ろ
意
見
が
あ
ら
わ
れ

て
き
て
今
日
ま
で
延
期
し
て
き
た

で
決
定
す
る
｡

二
㍉

〓

亨

二

三
一

･,(T7I-

と
す
る
も
の
で
?
常
時
勤
務
に
服

言

?
教
育
長
を
中
心
と
し
た
事
務

す
る
行
政
の
専
門
家
で
は
な
い
｡
t
局

が

お

か

れ

一
切
の
事
務
を
処
理

委
員
会
に
は
そ
の
方
面
の
専
門
家

し
て
い
る
｡

で
あ
る
教
育
長
と

い
う
臓
が
あ
っ
L

耶"臥ラ

二

二

.･I,
甜
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∴
｡
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∵
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二

二
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ず

る

の

か

十

山
月

山
日
曜
す
べ
て
の
市
町

村
に
教
育
委
員
会
が
分
か
れ
る
と

今
ま
で
の
願
の
教
育
委
員
会
や
市

長
の
篠
根
と
な
っ
て
処
理
さ
れ
て

い
た
教
育
関
係

の

1.
切
ゐ

事
務
は

市

の
教
育
委
員
会

の
手
に
う
つ
つ

て
p
市
民
は
捉
東
よ
り
更
に
直
接

的
に
そ
の
仕
事
に
あ
ず
か
る
こ
と

と
な
る
｡
仕
事

の
内
容
を
大
き
-

わ
け
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
｡

①

市
は
九
月
ニ
ト
ロ
に
撰
堪
管

理
･.i
.
日
.''.
;･.;
.･'∴
1
.
吉
二･(･･/:I.'〓

う

0

②

立
候
補

の
届
出
は
選
奨
告
示

の
あ
っ
た
目
か
ら
受
付
が
始
ま

-
?
市
は
九
月
二
十
五
日
に
締

切
ら
れ
る
｡
届
出
の
出
来
る
期

間
は
五
日
間
で
あ
る
｡

Fe91[

立
候
補
屈
田
の
目
か
ら
演
舞

CV)㊨

緒
局
今
行
わ
れ
て
S
る
法
律

膏
委
員
会
法
』
に
も
と
づ
S
て ⊂『
I_,;tt

学
校
を
建

て
た
り
?
管
理
し

た
-
p

廃
止
す
る
,W
と
｡

従

っ
て
そ
の
建
物
の
敷
地
の

こ
と
か
ら
p

建
物
の
修
理
保
全

の
こ
と

学
校
で
数
え
る
内
容
と
そ
の

取
扱
の
こ
と

ど
の
教
科
苦
を
使
用
ず
る
か

決
め
る
こ
と

学
校
環
境
の
衛
生
管
理
の
し

ご
と柾

会
教
育
の
し
ご
と

校
長
や
教
員
を
任
命
し
た
-

退
職
さ
せ
た
-
す
る
人
事

の
し

ご
と教

員
が
組
織
す
る
教
員
組
合

と
交
渉
す
る
AJ
と

校
長
や
教
員
の
研
修
を
は
か

しる
こ
と

校
長
p

教
員
及
び
子
ど
も
た

ち
の
保
健
｣
岡
利
?

厚
生
の
し
ご

と
を
す
る
こ
と

こ
れ
ら
の
う
ら
づ
げ
と
な
る

運
動
が
行
わ
れ
p
十
月
五
日
に

…

選
挙
が
行
わ
れ
る
｡
選
壁
は
願

m

教
育
委
員
の
年
数
改
選
と
同
時

に
行
わ
れ
る
｡

④

当
選
人
が
決
定
す
る
と
選
撃

長
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
に
報

告
が
な
さ
れ
p

選

挙
管
理
委
員

会
は
当
選
人
に
当
選
の
旨
を
薯

知
L
P
当
選
人

の
住
所
及
び
氏

名
を
告
示
す
る
｡

㈲

市
議
会
は
議
会

の
議
員

の
中

か
ら
吊
る
委
邑
を
選
蟹
L
P

そ

の
結
兼
を
市
長
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

⑥

市
長
は
十
月
二
十
代
日
頃
ま

で
に
新
委
員
に
対
し
pr
教
育
委

員
会

の
招
兼
を
通
知
し
p
十

山

月

山
日
に
第

一
回
の
会
議
が
開

か
れ
p
教
育
委
員
会
は
十

山

一
日
に
成
立
ず
る
O

七
p

是

を

是

と
L

p

非
を

非
と
琴

南

に

意

見

の
貰

え

る
Å

〓

∴

..

チ

た
だ
こ
Aj
に
問
題
と
ず
べ
き
は

今
尚
諾
意
悲
報
牽
反
対
逢
野

の
た

め
に
?

市
民
臆
十
昏
な
理
解
が
な

い
愛
車
恥
に
?
好
ま
し
-
な
S
よ
う

な
人
が
立
候
補
し
た
-
?
文
部
省

白
身

が
漁
想
し
て
S
る
よ
う
に
?

八
割
近
-
も
菜
樺
ず
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
ほ
､
教
育
の
管
理
と

か
7
教
員

の
人
事
を
扱
う
正
し
,小

人
物
が
選
ば
れ
る
か

ど
う
か
p
笠

太
な
問
題
で
あ
る
｡
､

今
の
設
鹿

経
つ
S
て
ほ
S
ろ
S

ろ
の
い
き
さ
つ
が
あ
つ
た
が
p
法

律
が
設
置
に
決
定
し
た
か
ら
は
も

こ
の
際
む
し
ろ
忠
実
に
法
律
に
従

っ
て
勺
反
対
運
動
を
積
極
的
に
選

八
p
濫
蔭
で
信
帽
で
き
る
人

∵

拳
運
動
に
切
替
え
?
少
し
で
も
理

解
あ
る
人
を
た
て
て
臆
接
し
ょ
う

と
す
る
AJ
と
が
p
教
育
委
員
会
制

度
そ
の
も
の
を
存
遣
せ
し
め
る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

｢
市
民
白
身
が
責
任
を
も
っ
て
?

市
民
の
た
め
の
教
育
｣
を
行
う
た

め
に
p
私
た
ち
が
子
弟
を
安
心
し

て
委
ね
ら
れ
る
よ
う
な
.r
教
育
行

政
｣
を
担
当
ず
る
に
ふ
さ
わ
し
い

人
を
選
撃
ず
る
た
め
に
p

殊
る
十

月
五
日
は

一
人
も
れ
な
く
投
票
し

ま
し
よ
う
｡

十
月
五
日
は
願
と
市
の
教
育
委
員

の
投
票

日
で
す
｡

費
に
使
い
過
ぎ
の
な
S
よ
う
に

工
夫
し
?
物
資
の
活
用
に
意
を

用
う
る
こ
と
を
鋤
奨
す
る
｡

≡
p
企
業

の
自
己
資
本
の
充
実
を

促
進
す
る
AJ
と
｡

わ
が
国
企
業
の
自
己
資
本

の
過

少
借
入
金
過
大

の
実
状
に
鑑
み

AJ
の
際
企
業
は
p
冗
費
を
省
き

合
理
化
を
進
め
@

極
力
増
資
等

に
よ
弓
壱

腎
己
資
本

の
充
箕
を

図
る
よ
う
捌
奨
す
る
｡

四
?
民
間

の
貯
蓄
渥
泉
を
培
養
す

る
こ
と
｡

国
家
､
地
方
公
共
団
体
等
は
卒

党
経
費
を
節
減
L
p

で
き
る
眠

り
減
税
を
可
能
な
ら
し
め
る
環

境
の
偶
成
に
努
め
p
も
つ
て
民

闇

の
貯
蓄
源
泉
を
唇
萎

ず
る
｡

亙
､
貯
蓄
方
法
に
関
す
る
知
識
を

普
及
す
る
こ
と
｡

貯
蓄
手
段
全
般
に
つ
い
て
の
麗

し
い
知
識
の
普
及
に
努
め
る
と

と
も
に
､
金
融
機
関
は
p
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
発
揮
し
て
貯
蓄

計
推
進
す
る
T3

等
eJ
あ
り
ま
す
｡

私
達
も
こ

の圭
旨
に
協
力
し
p
将

来

の
自
身

乃
た
め
に
?
叉
国
家
の

た
め
に
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静

観

捌協隠圏

静

岡胴鯛閲凱
済

･二

二
∵
二

こ
こ
で
今

7
鑑
教
育
委

員会
の

牲
絡
む
思
い
か
え
し
て
み
ょ
う
｡

①

｢
教
育
｣
が
民
主
政
治
を
お
し

す
す
め
る
た
め
に
､
そ
の
根
元

と
な
る
も
の
で
あ
-
?
叉

山
面

今

日
の
学
校
制
鑑
が
非
常
監
紐

職
化
さ
江

て
S
る
点
か
ら
?

そ

の
軒
会
的
意
義
は
傑
-
大
普
s

も
の
が
あ
る
｡

②

教
育
委
員
会

再

植

根

が
校
長

了

二
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∴
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㍉

r

他

人
と
協
力

で
き

な
い人
?

昭
和
ニ
ト
七
年
度

の
各
種
預

防
接

種
を
近
く
実
施
い
た
し
ま
す
｡
漁

防
接
種
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
子
供
さ
ん
に

は
通
知
書
が
参
り

ま
す
か
ら
必
.･&
受
け
て
下
さ
い
｡

持

,.I'･/[∴
ノ

一∵
･:･=:二
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昭利二十七

年二月

一冒

よねノ碧たはしょうとしな

い人二p責任を重んじない人
p冥や敢

･13の任見なからp教科書の拝 どめ-l■-

描'.八､学 事校 柁来る十月五日には皆が三豊を投

じて教育委員を選挙すること

なった｡～(..iL..:

･･:i.f玉㍗↓･.
..I.'-I-L,

I.:.:I...;∵二∵'

･=.I..,,.山般市民
によって選挙され兜委員力作期は四年でニケ年毎に年数を

改浬する｡今回新たに教育委
員
会
を
設
置

す
る
市
町
村
で
は
?

任
期
四
年
の

賓

月
と
任
期

二
年
の
委
口月
の
鷲
挙

が
同
時
に
行
わ
れ
る
｡
閏
年
二
年

の
作
期
の
区
別
は
参
議
院
議
員
の

選
挙
と
同
株
p
得
票
数

の
多
S
順

教
育
費
の
歳
入
歳
出
の
換
算
を

編
成
立
案
す
る
し

ご
と

⑫

市
議
会
で
決

定
し
た
換
算
を

執
行
す
る
し
ど
と

こ
の
よ
う
に
教
育
委
員
会
の
し
ご

と
は
p

学
校
管
理
c
数
育
計
画
､

人
事

p

換
算
の
四
つ
に
大
別
す
る

こ
と

が
で
き
る
｡

-
二
÷

.
二

二

∵
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I:･j教育委員は会議を通じ?市民を代表してその考えを｢教育行

政
｣
に
盤

か
ず

AJ
と
を
職
務

敷

地
霊

組
定

p
校
舎

の
建
築

な

ど

に
鳶

CJ
お
よ
び
p
極

め

て

郁

力

で
あ

る
点

㈲

そ

の
運
営

に
必
ず

し
も
教

育

聖
革
門
家

ば
か

り
だ
は
な

い
委

行
カ
月

な

5
人

三
､
釣
室

が
少
な
-

p

相野の
せ

･iJ･い
､八./

四
p
道
徳
的

に
尊
敬

さ

れない
人

五
p
自

己

の
利
益

の
み

を考え
p

敦
青

の
こ
と
を
考

え

な
い人

六
p
常

に
会
議

に
出
席

せずp
ま

た
し
ま
う
と
し
な

い

人

七
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沌

鳶

と
二

り
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識

p
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ま
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能

を
も

つ
教

育

長

む
中
心

と
す

w

J
.,･雄
.I.;:.._.I

i.･r
ト
∴

一.
':〓
;

I.巨

.

嫡

者
の

闇
柄

が
極

め

て
円

滑

で

…

な
-

て

丹
な

ら
ぬ
点

④

叉

市
長

や
市
議
会

と
緊
密
な

¶

連

絡

を

保
つ
こ
と

が
旧

死
な
-

…

て
ほ

な

ら
な

S
点

な

ど

最
上

の
諸

点
か
ら

?

こ
の
制
既

を

半
八二

･,
･r･]･
:I.
日

.
･･:'
｣

∵
[･)
.
一
と

を
根
調

し
な

け
れ

ば
な

る
ま

い
｡

…

,..
･

･
;
･･,二
･.I.
､
･.
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.
]:'工

員

に
は

好
ま

し
く
な

い
人

柄
や

こ

う

あ
-

5
品
棒

が
浮

ん
で
-

る
rJ

r

教
育

や
子
供

の

こ

とに関
心

を
も

っ
て
い
る
人

二
､
道
徳
的

で
軒
会

の

尊敬を
う

け

て
い
る
人

≡
p
新

し

い
数
膏

が
わ

かり?
し

ん
み
に
な

っ
て
放
棄

する入

国
p
学
校

や
地
方

の
財

政の状
態

が
わ
か
る
八

五
p
教

養

が
あ
-
組
野

がひろ
-

敢
宣

要
員

の
義
務

を

わき
ま

え

て
い
る

人

六
?
す

.I(
て
に
公

平
な

判断を
す

る
人

講

和
健
約
発
効
以
来

p

わ

が
国

は
各

方

面

に
於

で
独
立
国
家

と
し

て

の
笑

を
着

兼
と
築

き

つ

ゝ
あ
り
.

∫

ま
す

が
p
国

民
全
体

が
?

一
致
協

力

p
資
本

の
蓄
積

に
励

ん

で
p
経

済

の
基
礎

を
固
め

て
ゆ
-

AJ
と

は

喫
緊

の
急
務

で
あ
り
ま
す
｡

よ

っ

て
国

民

の
貯
蓄
意
欲

を

盛

り
上
げ

る
と
と
も

匿
､
を

の

努

力

を
し

て
戒
兼

あ
ら

し
め

る

焚

め

に

国
民
蓮
動

と
し

て
の

貯

蓄

運

動

を

更

に
張
力

に
推
進
す

る

た

め

?

各

界

の
推

力

を
緒
壊
し

て

?

弼

立

記

念
第

二
次
特
別
貯

蓄

運

動

を

展

開

･1..｡
]･.?･
∴
･･'J
-∴
‥:.
:･-
;.Jr.i

.
J

･江

｡

期
間

は
昭

利
二
十

七
年
九

月

半

田

蕊

-

十

月
二
十
日
ま
で

運
動

の
重
点
は

二

国
民
の
貯
蓄
は
?

わ
が
国
経

済
建
設
の
梶
底
を
な
ず
も
の
で

あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
AJ

と
｡

電

力

等

基
骨

椎

葉

の

葦

展
p

食

紺

の

増

託

は

喫

頻

の

急

務

で

あ

る

が

国

民

の

貯

蓄

こ
そ

は
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昭和二十七年
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